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【要旨】　耳鼻咽喉科領域の代表的な感染症である慢性副鼻腔炎は，慢性疾患として種々の性質から治療に抵
抗性を示すことがあり，現在でも治癒率の決して高い疾患ではないとされる．
　今回，自覚症状，鼻腔所見，副鼻腔X線所見などにより慢性副鼻腔炎と診断された24名の患者にロキシ
スロマイシンを1回150mg，1日2回で4週間経口投与し，効果を検討した．
　自覚症状では後鼻漏，頭重感の改善が良好であり，症状全般に関しては83％に有効であった．他覚所見
では，後一鼻漏に対して特に優れた効果を認め，所見全般に関しては87％に改善以上の効果を認めた．週別
効果では投与4週間後でより明らかな効果発現を認めた．
はじめに
　耳鼻咽喉科領域の代表的な感染症である慢性副鼻
腔炎は，反復する細菌感染や固有鼻腔の形態異常な
どが慢性化の原因として挙げられ，治療に抵抗性を
示すことがあり，現在でも治癒率の決して高い疾患
ではないとされる．
　今回，私どもはロキシスロマイシン（以下RXM）
を慢性副鼻腔炎患者に投与し，効果を検討したので，
ここに紹介する．
対 象
　1991年6月より1993年5月までの2年間に多摩
丘陵病院耳鼻咽喉科外来を受診し，自覚症状，鼻腔
所見，副鼻腔X線所見などにより慢性副鼻腔炎と
診断された24名を対象とした（Table　1）．平均年
齢は58．3歳であった．罹病期間は，3年未満が6例，
3年～10年が4例，11～30年が10例，31年以上経
過しているものが4例であり，平均罹病期間は約
12年であった．治療歴では未治療のものが4例，
鼻処置，ネブライザー療法，内服などの保存的治療
Table　1　Age　distribution　in　men　and　women
年齢 男性 女性 計
20～39
S0～59
U0歳以上
136 158 2814
計 10 14 24
のみのものが11例，上顎洞根本術あるいは鼻内手
術などの外科的療法を行ったものが9例であった．
方　　法
　RMXを通常量である1回150　mg，1日2回の経
口投与とし，投与期間は4週間とした．少量長期投
与は試みず，効果判定を明確にするため，原則とし
て他剤の併用は行わなかった．対象症例については，
投与2週間後と投与最終日に臨床症状を観察し，自
覚症状を鼻漏，後鼻漏，鼻閉および頭重感の4項目
について，また他覚的所見を鼻粘膜の発赤，鼻粘膜
の浮腫・腫脹，鼻汁，後鼻漏の4項目についてそれ
ぞれ消失，改善，不変，悪化の4段階で評価した．
1999年7月5日受付，1999年12月15日受理
キーワード：慢性副鼻腔炎，ロキシスロマイシン，臨床効果
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副鼻腔X線撮影を初診時と4週間後の投与終了時に
行い，洞内陰影の濃さや骨梁像から，3：高度，2：
中等度，1：軽度，0：なしの4段階に区別した．
　初診時と投与終了時のX線所見の改善度より以
下のように4段階に判定した．
　①消失：初診時1～3のものが投与終了時0にな
　　っているもの．
　②改善：初診時3のものが投与終了時1もしくは
　　2となっているもの，または初診時2のものが
　　1になっているもの．
　③不変：初診時と投与終了時で変化が無いもの．
　④悪化：初診時と比べ，投与終了時で悪化して
　　いるもの．
　さらに，自覚症状と他覚的所見の総合改善度を著
明改善，改善，軽度改善，不変の4段階で検討した．
なお判定基準は以下のとおりである．
　①著明改善＝消失が3項目あり，かつ残りの1項
　　目が改善したもの．
　②改善：消失または改善が3項目以上あり，悪
　　化の見られないもの．
　③軽度改善：消失が1項目以上，または改善が2
　　項目以上あり，かつ悪化の見られないもの．
　④不変：改善が1項目以下のもの．ただし1項目
　　でも悪化の見られたものを含む．
　最後に，自覚症状と他覚的所見の総合改善度から
有用性を検討した．なお判定基準は，以下に示す．
　①極めて有効＝両症状がともに著明改善か，一・
　　方が著明改善，他方が改善のもの．
　②有効：両症状がともに改善か，一方が著明改
　　善，他方が軽度改善のもの．
　③やや有効：両症状がともに軽度改善か，一方
　　が著明改善，他方が不変のものか，一方が改
　　善，他方が軽度改善もしくは不変のもののい
　　ずれか．
　④無効：両症状がともに不変か，一一方が軽度改
　　善，他方が不変のもの
結 果
　投与4週間後の自覚症状をみると，鼻漏は消失が
5例（21％），改善が17例（71％），不変が2例
（8％）であった．後鼻漏は消失が9例（37％），改
善が10例（42％），不変が5例（21％）であった．
鼻閉は消失が2例（8％），改善が10例（42％），不
変が12例（50％）であった．頭重感は消失が20例
Table　2　lmprovement　of　symptoms
　　　　starting　the　treatment
4　weeks　after
自覚症状 消失 改善 不変 悪化
鼻漏
纒@漏
@閉
ｪ重感
59220 17
P0
P0
R
25121 0000
Table　3　Overall　improvement　of　symptoms
総合改善度 症例数
著明改善
?善
y度改善
s変
ｫ化
218310
計 24
（83％），改善が3例（13％），不変が1例（4％）で
あった．悪化は全ての項目で認められなかった
（Table　2）．この結果より，鼻閉を除く3項目で改
善以上の効果が79％以上に見られ，特に頭重感の
消失が群を抜いて高かったことが言える．
　自覚症状の総合改善度は，著明改善が2例（8％），
改善が18例（75％），軽度改善が3例（13％），不
変が1例（4％）であった（Table　3）．これらのこと
より，著明改善は8％であるものの，改善以上の効
果は8割以上に見られたことになる．
　他覚的所見の項目別の効果は，鼻粘膜の発赤で消
失が1例（4％），改善が22例（92％），不変が1例
（4％）であった．鼻粘膜の浮腫・腫脹は消失が7例
（29％），改善が7例（29％），不変が10例（42％），
であった．鼻汁は消失が4例（17％），改善が18例
（75％），不変は2例（8％）であった．後鼻漏は消
失が11例（46％），改善が12例（50％），不変が1
例（4％）であった．悪化は全ての項目で認められ
なかった（Table　4）．この結果より，鼻粘膜の浮
腫・腫脹を除く3項目で，改善以上が90％以上を
占めていた．
　他覚的所見の総合改善度をみると，著明改善が3
例（13％），改善が18例（75％），軽度改善が2例
（8％），不変が！例（4％）であった（Table　5）．こ
れらのことより，著明改善は13％であるもの，改
善以上の効果が9割近くに見られたことになる．
　投与2週間後と4週間後を比較すると，2週間後
（2）
2000年1月 佐藤他4名：慢性副鼻腔炎に対するロキシスロマイシンの有用性の検討 一　53　一
Table　4　lmprovement　of　signs　4　weeks　after　starting　the
　　　　treatment
他覚的所見 消失 改善 不変 悪化
鼻粘膜の発赤 1 22 1 0
鼻粘膜の浮腫・
腫脹 7 7 10 0
鼻汁 4 18 2 0
後鼻漏 11 12 1 0
Tabl 　6Comp ison of　improvement　2　and　4　weeks　after
starting　the　treatment　（O／o）
消失 改善 不変 悪化
自覚
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他覚
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2週後
S週後
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Table　5　Overall　improvement　of　signs
総合改善度 症例数
著明改善
?善
y度改善
s変
ｫ化
318210
計 24
Table　7　X－ray　findings　of　the　nasal　cavity
副鼻腔X線所見 症例数
消失
?善
s変
ｫ化
35160
計 24
の自覚症状は，消失12％，改善56％，不変32％と
なり，4週間後では消失37％，改善42％，不変
21％となった．また，2週間後の他覚的所見は，消
失0％，改善51％，不変49％となり，4週間後では
消失24％，改善62％，不変14％となった．また悪
化した症例は，2週間後および4週間後でともにな
かった（Table　6）．自覚症状は改善以上でみると，
2週後で68％だったものが，4週後では79％まで
上昇した．また他覚症状は，2週後で全く認められ
なかった消失が4週後で24％に上昇し，改善以上で
みると2週後で51％であったものが86％まで上昇
している．
　副鼻腔X線検査所見では，消失は3例（13％，2
→0；1例，1→0；2例），改善は5例（21％，3→
2；1例，2→1；4例），不変は16例（66％，3→
3；5例，2→2；10例，1→1；1例）であり，悪化
した症例はなかった（Table　7）が，不変例が7割
近くを占める結果となった．
　有効性の判定は，極めて有効が3例（13％），有
効が14例（58％），やや有効が6例（25％），無効
は1例（4％）であり（Table　8），有効以上は71％
を占めた．また24例全例に明らかな副作用はなか
った．
考 察
1．エリスロマイシンについて
近年，慢性細気管支炎（以下DPB）に対するエ
Table　8　Efficacy　evaluation
有効i生 症例数
極めて有効
L効
竄笳L効
ｳ効
ｫ化
314610
計 24
リスロマイシン（以下EM）の少量長期投与の有効
性が報告されている1，　2）．一一方，DPBは高率に慢1生
副鼻腔炎を合併することが知られており，いわゆる
副鼻腔気管支症候群の1つと考えられている3）．そ
して，EMの少量長期投与療法が，合併する慢性副
鼻腔炎の症状も後に改善することが知られるように
なった．この結果より，単独の慢性副鼻腔炎に対し
ても同様の治療法が試みられ，その有効性が報告さ
れている4）．EMは主に，グラム陽性菌に抗菌力を
示す傍ら，マイコプラズマに対しても有効であり，
副作用の非常に少ない薬物である．しかし腸管から
の吸収は不安定で，肺，肝，胆道系への移行は良好
であるものの，内服後の血中濃度は低いとされてい
る5）．この様な薬物が10数年来，DPBや慢性副鼻
腔炎の治療に使用され，その有効性が認められてき
た理由としては，①EMが鼻，副鼻腔の上皮にお
ける粘膜の過剰分泌を抑制すること，また②好中
（3）
一　54　一 東京医科大学雑誌 第58巻第1号
球の集積を抑制することにより，組織の繊毛機能を
不活化させる，かつ③泡沫細胞の集積をもさらに
抑制することにより，鼻漏，後鼻漏を特に減少させ
る，などがあげられる6）．
　2．ルリッドについて
　これに対して，今回本調査において使用した
RXMは，　EMと同様に構造式に14二品を有してお
り，ルセル・ユクラフ社において開発され，日本で
は1991年3月から発売が開始された7）．従来のマク
ロライド系抗生物質と同様の抗菌スペクトラムを有
し，また抗菌力以外の上述の作用8）や好中球機能賦
活作用9＞が知られている．また気道粘膜上皮の繊毛
運動がRXMの用量依存性に高進する10）ことも報告
されており，慢性副鼻腔炎の治療薬としてその効果
が期待されている．またRXMは，従来のマクロラ
イドがかかえていた，胃酸に不安定で，経口投与で
充分な吸収が得られないという欠点を克服し，良好
な体内移行を示し，長時間高い血中濃度を持続する
特徴がある11）．
　3．自覚症状の改善について
　今回の結果では，自覚症状において，頭重感はほ
とんどの症例で消失し，鼻漏，後鼻漏も大部分の症
例で改善以上の効果が認められた．これに対して，
鼻閉は半数以上の症例で不変であった．後鼻漏は一
般的に治療に反応しにくい症状との印象があるが，
9例（38％）で消失を認めていることは特筆に値す
る．また自覚症状の総合改善度では，改善以上の効
果を認めた症例は20例（83％）であった．
　4．他覚的所見の改善について
　他覚的所見では，鼻粘膜の浮腫・腫脹以外の項目
で大部分が改善以上の効果を認めた．浮腫・腫脹は
42％で不変であり，鼻閉の改善が不良であること
の一因になっているものと思われる．また，他覚的
所見としての後鼻漏に対する効果は23名（96％）
に改善以上の結果がでており，非常に良好であった．
他覚的所見の総合改善度では，全体の88％で改善
以上の効果を認めており，図らずも自覚症状の改善
度とほぼ同様の結果となった．
　5．投与期間について
　投与2週間後と4週間後の比較では，自覚症状，
他覚的所見の両方とも投与4週間後により効果を認
めた．4週間後には不変例が非常に減少し，特に他
覚的所見で投与2週二二に見られなかった消失例
が，投与24％に見られた．
　6．副鼻腔X線撮影について
　副鼻腔X線撮影の結果は，消失，改善を合計し
ても33％であり，不変例が67％で明らかな改善を
示した症例は少なかった．87名の慢性副鼻腔炎患
者にRXMを12週以上投与した中村ら12）の報告に
よると，副鼻腔X線撮影にて，不変例が26％であ
ったことより，4週間という投与期間が副鼻腔X線
撮影の変化に影響を与える期間としては若干短かっ
たことが示唆された．
　7．おわりに
　以前より，慢性副鼻腔炎に対する薬物療法として
は，ネブライザー等による薬物の局所投与を別にす
ると，内服薬の全身投与が選択されてきた．その内
服薬としては，急性増悪時に使用される抗生物質を
除けば，消炎酵素剤，気道粘膜調整剤等が中心で広
く用いられてきたが，その効果は限界があることも
周知の事実となっている．今回は少量長期投与では
なく通常量としての検討であったが，その結果には，
有効性の判定で極めて有効と有効を合わせた有効率
が71％であったことより，満足すべきものであっ
たと考える．EMより優れた体内動態を示す本薬剤
は，通常量でも1日2回の内服ですむといったコン
プライアンスの良さとあいまって，慢性副鼻腔炎の
治療薬として大いに期待できるものと思われた．今
後は浮腫・腫脹といった鼻粘膜病変に対して，また
副鼻腔X線所見の改善に対して，より長期の投与
が改善をもたらすのか，そして改善した項目に対し
ては，服用量を通常の言訳としても同等の効果を期
待できるのかについて，さらに検討を進めたいと考
えている．
ま　と　め
　1．成人の慢性副鼻腔炎患者24例に対し，RXM
を1日量300mgとして4週間経口投与し，その有
効性を検：討した．
　2．自覚症状では，後鼻漏，頭重感の改善が良好
であり，症状全般に関しては83％に有効であった．
　3．他覚的所見では，後鼻漏に対して特に優れた
効果を認め，所見全般に関しては87％に改善以上
の効果を認めた．
　4．週別効果では投与4週間後でより明らかな効
果発現を認めた．
　5．副作用は24例全例に認められなかった．
　6．以上より，RXMは慢性副鼻腔炎に対して有効
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性の高い薬剤であると考えられた．
　本論文の要旨は，多摩地区外来診療懇話会
（1993．7．16）および第15回多摩耳鼻咽喉科臨床研
究会（1994．4．23）にて口演した．
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Using　roxithromycin　for　chronic　sinusitis
　　　　　　　　Harushiro　SATO，　Masayuki　ARAI，
Susumu　ARAKI，　Fumika　HAMADA，　Mamoru　SUZUKI
Department　of　Otolaryngology，　Tokyo　Medical　University
　　Chronic　sinusitis，　a　typical　infectious　disease　seen　in　the　field　of　otorhinolaryngology，　often　shows
resistance　to　various　therapies，　and　its　cure　rate　is　poor　even　today．　ln　the　present　study，　we　orally
administered　150　mg　of　roxithromycin　twice　a　day　for　4　weeks　to　24　patients　given　a　diagnosis　of　chronic
sinusitis　and　its　efficacy　was　evaluated．　Diagnoses　were　based　on　symptoms，　as　well　as　nasal　cavity，　macro－
scopie　and　X－ray　findings．　The　drug　was　effective　for　postnasal　drips　and　sensation　of　heaviness　in　the
head，　giving　an　overall　symptom　improvement　rate　of　8890．　Among　the　objective　signs，　the　drug　was
particularly　effective　for　postnasal　drips，　and　an　overall　objective　sign　improvement　rate　of　8790　was
obtained．　Apparent　efficacy　was　observed　4　weeks　after　starting　the　treatment．
〈Key　words＞　Chronic　sinusitis，　Roxithromycin，　24　patients
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